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行政からのお知らせ

　 １ 月の定例教育委員会のお知らせ

日時　 １ 月１７日㈮　１３時３０分～

場所　市役所　第 ２ 委員会室（自由に傍聴できます）

■問い合わせ　教育委員会 教育総務課　☎75−３４５０

地域人材を活用した
「スポーツ・部活動指導」
～「中学校部活動サポーター」～

　１１月の佐賀県中学校駅伝大会
男子の部で、中央校が見事に優
勝し、佐賀県代表として九州大
会・全国大会の切符を手にしま
した。多久市の中学校陸上部は、
多久スポーツピアとの連携指導
を展開しており、学校と社会体
育との連携がうまくいったうれ
しい成果です。
　中学校では、文武両道を目指
し、運動を通して、子どもたち
の体力・精神・礼儀等を育てる
ために、市内 ３ 中学校には、剣
道部、サッカー部、柔道部の指
導者をお願いして、「中学校部活
動サポーター」として、先生と
共にチームを組んで指導をいた
だいており、大きな成果を上げ
ています。
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史
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？
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付
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う
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学
校
・
家
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域
で
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ど
も
た
ち
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

借金の相談は無料で随時受け付けます。民事・刑事の身の回りの問題もご相談ください。

過払い請求借金問題
○サラ金からの借金を完済された方、時効前（10年）であれば、過払い請求が可能です。
○過払いの請求の場合、着手金不要（解決後、報酬金のみ）裁判までします。（印紙代等の実費は負担）

営業時間    平日 9：00～18：00　土曜 9：00～12：00　日曜・祝日休

弁護士 高﨑繁行（佐賀県弁護士会所属）
高﨑繁行法律事務所
唐津市千代田町2109-17 くりはらビル1F

TEL 0955-70-0315

広 告

■問い合わせ
　教育委員会 学校教育課
　　　　　　☎75−２２２７

● 連載 №10 ●　スタート！小中一貫教育

地域に根ざした・地域に開かれた
学校づくりをめざして

�▲中央校 ２年生「ジャンボ絵本」
　読み聞かせ活動

▲中央校 ６年生「多久の歴史」

▲東部校「生と死を考える授業」

多
久
の
子
ど
も
は
、

多
久
で
育
て
る

　

小
中
一
貫
教
育
で
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
、
学
校
と
家

庭
と
地
域
が
連
携
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と
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む
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推
進
し
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す
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地
域
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し
た
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授
業
実
践
」

　

現
在
、
市
内
学
校
で
は
、「
特
別

非
常
勤
講
師
」の
制
度
を
活
用
し
、

地
域
の
人
材
「
○
○
名
人
」
に
学

校
教
育
の
中
で
、
指
導
を
展
開
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
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読
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せ
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多
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の
歴
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の
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習
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焼
き
物
づ
く
り　
　

 

〇
野
菜
、
花
づ
く
り　
　
　

〇
釈
菜
の
舞　
　
　

〇
生
と
死
を
考
え
る 

「
い
の
ち
の
授
業
」


